sonar-sync-bosses
入力レコードを基準にLogpresso Sonarの部署オブジェクトに部署長を指定します。boss_key を空にして部署長を解除しようとする場合、対象部署に既存の部署長が指定されていると現在のバージョンでは正常に解除されず失敗で終わります（下記の説明・エラーコードを参照）。
部署・社員・部署長情報を外部人事システムと同期する場合は、部署 → 社員 → 部署長の順に3つのコマンドを順番に実行する必要があります。このコマンドはその最後の段階のため、sonar-sync-departments と sonar-sync-employees コマンドを先に実行して部署と社員情報を反映した後、このコマンドで部署長を指定する必要があります。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	加工クエリ

	必要な権限
	管理者

	ライセンス使用量
	該当なし

	並列実行
	非対応

	分散実行
	データノードで実行（mapper）


構文
... | sonar-sync-bosses [run=BOOL]
オプション
run=BOOL
t を指定した場合のみ同期を実際に反映します。指定しない場合は実際には反映せず、実行される予定の作業（action）と予想結果のみを事前に表示します（ドライラン）。
入力フィールド
	フィールド
	タイプ
	必須/任意
	説明

	dept_code
	文字列
	必須
	部署長を指定する部署コード。一致する部署がない場合は department not found: <コード> エラーと共に通知レコードが出力されます

	boss_key
	文字列
	任意
	部署長として指定する社員の社員番号。値がない場合、予定作業のラベルは部署長解除（action=unset）として表示されますが、run=t で実際に反映を試みる際に対象部署に既存の部署長がいると現在のバージョンの不具合により常に失敗します（下記の説明を参照）。指定した社員番号に該当する社員がいない場合は employee not found: <社員番号> エラーが出力されます


出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	session
	文字列
	ランダムに生成されたセッション固有のGUID識別子。同一クエリ実行で出力されたレコードはすべて同じ値を持ちます

	action
	文字列
	実行された（または予定された）作業。notify、set、unset、skip のいずれか

	status
	文字列
	run=t で実際に反映を試みた場合にのみ出力されます。success または failure

	dept_code
	文字列
	部署コード。action=notify の場合は出力されません

	dept_name
	文字列
	部署名。action=notify の場合は出力されません

	dept_guid
	文字列
	部署GUID（36文字）。action=notify の場合は出力されません

	boss_key
	文字列
	指定した部署長の社員番号。action=notify の場合は出力されません。action=unset の場合はフィールドは存在しますが値は null として返されます

	boss_name
	文字列
	指定した部署長の氏名。action=notify の場合は出力されません。action=unset の場合はフィールドは存在しますが値は null として返されます

	boss_title
	文字列
	指定した部署長の役職。action=notify の場合は出力されません。action=unset の場合はフィールドは存在しますが値は null として返されます

	boss_guid
	文字列
	指定した部署長のGUID（36文字）。action=notify の場合は出力されません。action=unset の場合はフィールドは存在しますが値は null として返されます

	error
	文字列
	エラーメッセージ。正常に処理されたレコードには出力されません


エラーコード
パースエラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	300163
	No permission to sync bosses
	管理者権限のないセッションで実行した場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
sonar-sync-bosses は入力レコードの dept_code で対象部署を探し、boss_key で指定した社員をその部署の部署長として設定します。
対象部署または指定した社員が見つからない場合、正常処理の代わりに action=notify とエラーメッセージが含まれたレコードとして出力されます。run=t を指定した場合、既存の部署長と指定しようとする社員（boss_key がなければ部署長なし）が同一であれば実際には変更せず action=skip として処理します。
既知の不具合（`boss_key` 省略）: boss_key を空にして部署長を解除しようとする場合、run オプションを指定していないドライランでは予定作業が action=unset として正確に事前表示されます。しかし対象部署に既存の部署長が指定されている状態で run=t により実際に反映を試みると、現在のバージョンは新しい部署長情報がないにもかかわらずこれを参照しようとして例外が発生し、該当レコードは status=failure で終わります。つまり、既存の部署長がいる部署の部署長解除は現在のバージョンでは実際には反映されません。 対象部署に元々部署長がいない場合にのみ（変更するものがないため）action=skip として正常に処理されます。部署長を実際に交代するには、新しい部署長の boss_key を指定する方式（action=set）を使用してください。
run=t を指定しない場合は対象部署・部署長情報と予定された作業（set または unset）だけをレコードとして出力し、実際には何も変更しません（ドライラン）。run=t を指定した場合にのみ実際に部署長が反映され、この場合は各レコードの status フィールドに処理結果（success または failure）も出力されます。
使用例
部署長指定結果を事前に確認（ドライラン）
json "[
     {'dept_code': '001100', 'boss_key': 'A000001'},
     {'dept_code': '001200', 'boss_key': 'A000003'}
   ]"
   | sonar-sync-bosses
run オプションを指定していないため、実際には反映せず set などの予定された作業のみを出力します。
部署長を実際に指定
json "[{'dept_code': '001100', 'boss_key': 'A000001'}]"
   | sonar-sync-bosses run=t
001100 部署に A000001 の社員を部署長として指定します（action=set）。
boss_key を省略した場合（既知の不具合の確認用）
json "[{'dept_code': '001300'}]"
   | sonar-sync-bosses run=t
001300 部署に既存の部署長が指定されていない場合は変更するものがないため action=skip として正常に処理されます。しかし既存の部署長が指定されている場合は、上記の説明にある既知の不具合により解除されず status=failure で終わります。
変更履歴
sonar-sync-bosses コマンドはSonar 4.0.2609.0バージョンから利用可能です。Experimental アプリが提供していたコマンドをSonarコアに内蔵したものです。内蔵されていないバージョンでは、Experimental アプリをインストールして使用できます。
